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15議員が市政を問う一 般 質 問

山　田　洋　子
（柊の会）

問　市長が公約に掲げる子育て支援・子ども支
援の充実のための３歳児未満の保育料無償化に
必要な予算規模とその財源は。
答　すでに第３子以降の保育料を無償化してい
ますが、完全無償化した場合、さらに約１億円
の恒常的な財政負担が見込まれるため、各種事
務事業の見直し等をはじめ、今後の財政の見通
しを検証するとともに、国、県の子育て支援策
の動向を注視し、段階的な無償化も視野に入れ
判断していきます。

問　今年は国立公園の指定等に尽力した大町桂
月の没後100年となり、大町桂月を語る会では
式典を開催する予定と聞くが、市も関わる考えは。
答　式典の詳しい内容を把握していないため、
大町桂月を語る会の意向を確認します。

問　地域交流センター「とわふる」は、現代美
術館のサテライトの役割もあると思うが、現代
美術館との連携はどうなっているか。
答　現代美術館から中心市街地への回遊を促し、
にぎわいを創出するため、現代美術館と連携し
企画展を実施しているほか、作家によるパフォ
ーマンス等の会場として利用されており、令和
７年度も企画展の展示を行う予定です。

問　大深内小中学校の児童・生徒が共にスクー
ルバスを利用できるよう、制度の見直しや試験
運用を行う考えはあるか。
答　中学生のスクールバスの利用については、
令和５年４月の学校統合による通学距離等への
影響がないことに加え、小学生全児童が乗車し
た場合、座席に余裕がないことから、現時点で
は見直しや試験運用を行う考えはありません。

問　十和田湖畔地区における国立公園先端モデ
ル事業の中で、旧十和田湖小学校の土地を活用
し、働く人のための住宅を整備する考えは。
答　旧十和田湖小学校のグラウンドの活用は、
住まいの確保に対して有効な提案の一つと考え
ますが、防災ヘリ・ドクターヘリの発着地とし
て利用されていることから、庁内関係課から意
見を聞きながら実現性等を検討していきます。
問　今年度実施した占い場の調査結果は。
答　市史編さん事業の中で十和田山信仰の年代
等の解明を目的に、主に占い場周辺の湖底の予
備的調査を実施したところ、銭を主体とした遺
物の広がりを確認し、古いもので江戸時代以前
に遡ることが判明しました。来年度は、遺物の
一部引上げ等、本格的な調査を行い、結果につ
いては、調査報告会を開催し、市民の皆様にも
広く紹介していきます。
問　空港や駅からの二次交通の現状は。
答　レンタカーの利用が最も多い状況であるこ
とから、さらなる誘客を図るため、策定中の次
期観光戦略では、二次交通の整備を重点的課題
の一つとして掲げ、ダイヤ・運行経路の調整等
による利便性の向上や観光資源を活かした旅行
商品の造成・磨き上げを行い、交通の魅力向上
に努めていきます。
問　2026年、十和田湖は国立公園指定90周
年を迎え、記念事業を実施してほしいと考える
が、前回の80周年記念行事の内容は。
答　平成28年７月から10月にかけて、十和
田湖畔休屋において花火大会をはじめとした各
種イベントの開催やＳＮＳを活用したプロモー
ション等を実施し、期間中に約１万8,000人
が来場するなど、一定の誘客が図られたものと
考えています。

保育料の完全無償化を旧十和田湖小学校の土地に
　　　　　　　　　住宅の整備を

斉　藤　重　美
（自民公明クラブ）

問　人口減少により税収が減少する一方、税負
担の増加により市民の消費支出が減少し、経済
の停滞が懸念される。加えて、日本銀行の金融
政策の変更により市債の金利負担の増加が見込
まれるなど、市財政は厳しさを増している。今
後の財政運営について、どのように認識してい
るのか。
答　人口減少、特に生産年齢人口の減少による
税収減だけではなく、人件費や物価の高騰、社
会保障費の増加など、歳出の増加も懸念される
ことから、今後も国、県の補助金などの有効な
財源を活用し、基金の維持確保を図りながら、
持続可能な十和田市の将来を見据えた財政運営
に努めていきたいと考えています。
問　市の借金である市債残高から貯金である基
金残高を差し引いた市民１人当たりの負債額は。
答　市民１人当たり約30万6,000円となります。

問　将来有権者となる若い人たちに選挙の啓発
活動をしているのか。
答　毎年、小学校６年生、中学校３年生、高校
３年生に啓発パンフレットを配布しています。
また、市内小中学生を対象とした選挙出前講座
を実施しており、令和６年度は２校で実施して
います。高校生には、県選挙管理委員会で実施
している選挙出前講座において模擬投票の協力
を行っており、今年度は12月に実施しました。
今後も引き続き啓発活動に取り組んでいきたい
と考えています。

問　市道焼山線の桂月橋までの整備状況は。
答　令和６年度は、色内橋東側の延長約100メ
ートルについて工事を完了しており、令和７年度
についても延長約100メートルの工事実施を予
定しています。令和８年度以降についても、引
き続き整備を進めていきたいと考えています。

問　埼玉県八潮市で下水道管に起因すると考え
られる道路の陥没事故が発生したが、下水道管
の点検、管理状況は。
答　同事故を受け、腐食のおそれが考えられる
圧送管吐き出し先のマンホール内の状態とその
周辺の道路等に異常がないか、職員による目視
点検を緊急的に実施した結果、異常がないこと
を確認しホームページなどで安全を周知したと
ころです。
　腐食するおそれのある排水施設は、法令によ
り５年に１回以上の点検が義務付けられてお
り、令和７年度に点検を予定していましたが、
前倒しで実施しました。今回点検した箇所以外
では、下水道管の健全度を把握するために年次
計画を立てて調査を実施しており、これまでの
点検・調査の結果、異常がないとの報告を受け
ています。

問　水道検針業務の効率化を図るため、スマー
トメーターを導入しては。
答　リアルタイムでの使用水量の把握や、人員
確保面での課題解決など、様々な面において効
果が期待できる一方で、コストや情報セキュリ
ティーの問題等が課題として挙げられています。
　導入費用を試算した結果、電子メーターの購
入費用等が高額で費用対効果が見込めないため、
現時点での導入は難しいと考えています。

人口減少社会での財政運営は 市道焼山線桂月橋までの整備状況は

今　泉　信　明
（立憲農民クラブ）

段階的な無償化も視野に判断実現性等を検討していく有効財源を活用し
　　　　　将来を見据える 色内橋東側を順次整備

中　尾　利　香
（自民公明クラブ）

算出方法
約329億円（市債残高）－ 約153億円（基金残高）
＝ 約176億円※１

約176億円÷５万7,361人（人口）※２ ≒ 約306千円
※１　令和５年度決算による
※２　令和６年末の住民基本台帳による
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